
④ 「患者情報エディタ」操作マニュアル

サーバー障害時の電子カルテ運用

パターンB



「患者情報エディタ」 マニュアル一覧

# マニュアル名 マニュアル内容

① 「患者情報エディタ」を用いた運用
障害時の運用について、事前に院内で確認・ルール決めが必要です。
患者情報エディタを用いた運用例を説明しています。

② 「患者情報エディタ」の設定
患者情報エディタを使用する場合、MAPs for CLINICにて事前設定
が必要です。その設定について説明しています。

③
「患者情報エディタ」 操作マニュアル

【パターンA】

実際に障害が起こった際に＃①におけるパターンAの運用の場合の
操作を説明しています。

④
「患者情報エディタ」 操作マニュアル

【パターンB】

実際に障害が起こった際に＃①におけるパターンBの運用の場合の
操作を説明しています。

本マニュアル
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各運用パターンでできること

下記の運用パターンについて、患者情報エディタできることをご案内します。

ローカルカルテは参照のみとし、診察記録を手書きするB

 患者の動きと一緒にまわす紙カルテのような患者記録用紙を印刷できます。

 院外処方せんの枠のみ印刷ができます。
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障害発生時の運用フロー B

受付PC 診察室PC 処置室PC

会計は後日精算

患者を来院追加する
(既存患者/新規患者)

１

「患者記録用紙」/「処方箋」を
印刷する

2
患者基本情報/

過去診療内容を確認する
3

診察内容を「患者記録用紙」に
手書きする

4

「処方箋」を手書きする5

「患者記録用紙」に基づいて処置6

「処方箋」を患者へ渡す７

ネットワーク環境復旧後、MAPs for CLINICにカルテを登録する

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
障
害
発
生

復
旧

患者記録用紙

処方箋

処方箋

ローカルカルテは参照のみとし、診察記録を手書きするB
各端末間での患者状況や入力内容の連携は行わない為、

患者記録用紙を印刷して、紙カルテ代わりに回します。

4



受付①｜受付一覧

１ー１． 患者情報エディタを起動します。

ネットワーク障害直前までの受付一覧リストを表示します。

院内滞在中の患者に対して、受付後に診察券や保険証の返却、診察や検査を待っている患者状況の確認が行えますので、

患者の応対業務を行います。
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受付①｜ローカル来院追加

１－２．ネットワーク障害直後の来院した患者を来院追加します。

患者番号か患者氏名で
患者を検索し、来院受付
します。

登録済みの保険と診療
科、医師を選択し、ロー
カル来院登録します。
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受付①｜ローカル新患追加

１－３．ネットワーク障害直後に来院した新規患者を来院追加します。

最低限必要な情報のみ
登録し、来院設定します。

①保険分類を選択します。
②保険者番号、記号、番
号などは、ローカル保険メモ
に入力しておきます。
③診療科、医師を選択し、
ローカル来院登録をします。
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受付②｜患者記録用紙の印刷

２ー１．各端末間での患者状況や入力内容の連携は行わない為、紙カルテ代わりにまわす患者記録用紙を印刷し、

診察室へ回します。

診察室へ

8



受付②｜処方箋の印刷

２ー２． 患者の情報のみ印字された枠のみ院外処方箋を印刷し、診察室に回します。

診察室へ
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診察室③｜過去カルテの確認

３．患者の基礎情報、過去カルテの確認を行います。

受付一覧の患者で調べるタブより、患者を検索します。
①患者番号で患者を検索します。
②参照する情報を
患者基本情報/診療内容情報
が選択できます。

③②で患者基本情報を選択した場合
は、患者情報/基礎情報/傷病/予約
のタブで切り替えて確認します。

２１

３

＜診療内容情報を選択時＞
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診察室④⑤｜診察内容と処方箋を手書き

処方箋、患者記録用紙に診察記録を、処方箋に処方内容を手書きし、受付に回します。

＜患者記録用紙＞ ＜院外処方箋＞

受付へ
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手書きします

手書きします



障害復旧後）来院設定

患者情報エディタの受付一覧に表示されているリストをCSV形式のファイルに出力します。

ファイルの出力先は、任意に設定できます。
デスクトップなどに出力してください。
出力したファイルをもとに、来院追加します。
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